




要 約:学校教師の学習障害に関する認識度、経験の実態を把握し劾果的な療育を行なう上

での基礎資料とするため、教師を対象とした学習障害に関するアンケート調査を行った。

対象は Y 市の協力の得られた小学校 19 校の教師 435 人。方法は、学習障害についてのア

ンケートを作成配布し、回答を集計した.  総回収数は 305 で回収率は 70%であった.  結

果は、(1)学習障害の用語そのものは既に良く認知されているが、  内容の理解について

は不十分な点もある。(2)受け持った経験は 20%と多くない.  (3)医療機開へは個々例へ

の具体的な指導内容、定期的相談などが要望され、特に学習障害児の経験ありの教師では

教育と医療の意見の調整の要望が多い。などの特徴がみられた。


